
 

 

 

 

 

 
  
 

10月12日県人勧を受け、10月16日に第120回中央委員会を開

催し、確定闘争へ向けた賃金水準維持、人員確保をはじめと

する職場改善などの取り組み方針を確立した。 

確定闘争の交渉は10 月 21 日人事課長交渉を皮切りに、12

月県議会日程を見込み、11月５日の総務部長交渉を最終局面

として想定し、闘争体制を構築していく。 

一時金引き下げ阻止・賃金水準確保はもとより、通勤手当

等の手当改善、専門職処遇改善、休暇制度改善（不妊治療休

暇の創設）など、賃金・労働条件改善の時期であり、確定闘

争に多くの組合員の結集を要請する。（交渉日程の詳細は裏面掲載） 

 

 

 

 

 

要求を押し上げるべく、知事あて大型ハガキ

署名に取り組

んでいる。10月

27日の交渉ヤ

マ場の地公共

闘人事課長交

渉などで提出

する。「職場の

一言要求」欄に

切実な声を記

載し、当局に直

接伝えていく。

組合員をはじ

め多くの職員

の署名をお願

いする。 

 

 

【賃金課題】（地公共闘課題） 

・一時金の支給水準維持・賃金水準の確保 

・会計年度任用職員への期末手当引き下げ阻止 

・高齢層職員の勤務意欲維持のための賃金改善 

・通勤手当の自己負担解消（高速道路利用、パーク＆

ライド時の駐車場料金負担）、住居手当改善 

・獣医師をはじめ専門職種の処遇改善 

・赴任旅費（移転料）の実態を踏まえた改善 

・不妊治療休暇の創設（通院等実態踏まえた日数・支

給要件確保）、子等の看護休暇取得要件の緩和 

【県職労独自課題】 

・高齢層職員を含め、全世代での勤務意欲確保のため

の昇給・昇格運用の改善 

・業務実態を踏まえた人員配置、会計年度任用職員の

任用数の確保 

・長時間労働是正策、勤務時間管理の適正管理、手当

の全額支給（超勤予算確保） 

・住居（公舎等）の確実な確保 

「職場の一言要求」に各分会で

の要求事項や生活・職場改善

の切実な声を記載しよう！ 

県職労ＨＰ ⇒ ht tp : / / iwatekensyoku .o r . j p   （ﾕｰｻﾞ ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞをお忘れの方は最寄りの書記局へ） 
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衆議院議員選挙ス
タート。政権交代
を実現し、私たち
が求める政治の実
現に向けて推薦候
補者・政党への支
持浸透を！ 



期日前投票は選管が定める投票所で毎日投票が可能（20日以降）。

投票は投票所にある宣誓書を書き(印鑑不要)、選挙区は「候補者名」

を、比例代表は「政党名」書いて投票します。 

棄権は“危険”で、現政権の白紙委任となります。 

選挙期日に仕事や旅行など予定がある人は 

『期日前投票』で一票を投じよう！ 

◎交渉日程 （現時点の予定。情勢により変動があり得る） 

 10/18の週（人事課総括課長交渉）：10/21地公共闘・県職労（独自課題）    確定要求書提出 

 10/25の週（人事課総括課長交渉）：10/27地公共闘、10/28県職労（独自課題）   交渉ヤマ場 

 11/１の週（総務部長交渉）：11/４地公共闘、11/５県職労（独自課題）   確定闘争最終局面 

 

 

 

 

 

 

本日（19日）、衆議院選挙が公示、選挙戦がスタートした。岸

田政権は衆議院解散に当たり「未来選択選挙」と銘打ち、成長を

前提とした分配などの新しい資本主義を唱え、かつ憲法改正等に

も意欲を表した。しかし、大企業優遇の経済政策により大企業に

富が集中する一方、労働者への「分配」はされず貧困と格差が拡

大。労働者の環境はコロナ禍も相まって悪化している。公務職場

は、自民党政権下における度重なる職場の合理化の弊害が明らか

であり、厳しい職場実態は改善されていない。 

県職労は、政権交代を実現し、働く者を軸とした平和憲法を生

活に活かす政治の実現のため、選挙区は労働者の声を政治に反映

していく候補者を推薦している（右参照）。３者とは、憲法理念

を活かした政治の実現、労働者福祉の向上等に関し、平和環境県

センターとの間で政策協定を締結。２区・３区は野党統一候補。

１区は直前まで野党統一候補の一本化が模索されたが、実現さ

れず。連合岩手・平和環境県センターとの政策協定の締結等を踏

まえ、野党候補のうち、階氏の推薦を決定した。 

比例区は、政権交代実現のため、「立憲民主党」を推薦。 

 私たちが求める政治の実現のため、推薦候補者・『立

憲民主党』への支持を要請する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手１区 

 

 

 

 

 

 

（立憲民主党・現５期） 

岩手２区 

 

 

 

 

 

 

 

      （立憲民主党・新人） 

東京出身・釜石在住。2013 年・釜石市に復

興支援員として復興に従事。2015 年・釜石

市議会議員に当選（２期務める）。 

岩手３区 

 

 

 

 

 

 

 

（立憲民主党・現17期） 


